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『社会保障法研究』創刊にあたって
2011年 5 月

岩村正彦・菊池馨実

　社会保障法学における研究者の増加と研究業績の蓄積は、近年めざましい
ものがあります。ふり返ってみると、1980年前後に岩村は研究の道に入りま
したが、そのとき、既にいくつかの概説書や本格的な論文があったとはい
え、同じく戦後になって発展を遂げた労働法学と比べて、その数は多くはあ
りませんでした。また、当時社会保障法学で活躍されていた研究者の多く
は、まず労働法、行政法等の他の法学分野で研究を始め、その研究テーマの
発展や大学での講義等を契機として、社会保障法学に研究の重点を移した
り、研究対象を拡大した人たちでした。そして、岩村もやはり労働法から研
究をスタートした一人です。一方、菊池は、その ８ 年程後に研究生活を始め
ていますが、このころから、菊池も含めて、最初から社会保障法専攻として
研究者の途を歩む人が増えるようになっていきました。今日では、他の法学
分野専攻の研究者として活躍しつつ、当該分野に関連した研究を媒介として
社会保障法の研究も行う人たちに加えて、社会保障法専攻として研究に従事
する若い世代の研究者の数も多くなっています。
　他方で、研究のテーマも、1980年代頃までは、いわゆる社会保障法総論

（憲法25条を中核とする生存権論、社会保障法の体系論等）に関するものが多
かったのですが（これはこの頃までの概説書における「総論」の占める量に徴表
されています）、1990年代、とくにその後半頃からは、公的年金、公的医療等の
いわゆる社会保障法各論の研究が増えるようになったことも顕著な変容とい
えます。また、社会保障の政策等を論じるときにしばしば参照される先進諸
国の社会保障法に関する本格的な外国法研究もつぎつぎと現れてきています。
　しかし、実定法学の研究の進展は、法学的な検討・分析の素材となる紛争
事例や判例に依存する面が大きいところ、社会保障法の領域では、実定法学
的な分析・検討に適した紛争事例がそれほど多くは浮かび上がってこないこ
とや、判例が―従前に比べれば増えたとはいえ―依然として多くないこ
ともあって、民法・労働法等の他の実定法分野の蓄積に比べると、社会保障
法の分野での研究の積み重ねはなお厚みに乏しいことを率直に認めざるをえ

社会保障法研究　5号.indb   1 2015/11/24   16:13:40

imai
長方形

imai
長方形

imai
テキストボックス
『社会保障法研究』への投稿論文募集【信山社】



ii

社会保障法研究　 5号

ません。また、各論に関する研究業績が着々と出現しているとはいえ、各論
の領域別で見たときには、なお業績の蓄積には相当のばらつきがあります。
さらに、外国法研究も、複数の国の同じ機能を果たす制度を比較し、それぞ
れの特徴等を抽出しようとする研究、ある国の複数の制度にまたがる横断的
な視野に立った研究、ある国の一つの制度をその生い立ちから現在に至るま
でを追跡し、その本質を見極めようとする研究などの、スケールの大きい包
括的な研究は未だにそれほど多くはありません。
　そして、とりわけ1990年代以降、高齢化の進展、財政的な制約といった要
因から、社会保障法の分野で、頻繁に政策立案と法改正が行われるにように
なったこともあって、政策の動向や法改正をその都度追いかける（あるいは
先取りして検討・分析を加える）傾向が強くなっています。そうした研究活動
に意義があることはもちろん否定できませんが、しかしながら、そのような
研究は、一旦そうした政策・立法の動きが一段落してしまうと、それで収束
してしまい、その後の研究の発展と蓄積に必ずしも繫がらないというところ
があります。また、このことは、政策の進展や法改正を法学的見地から検
討・分析するにあたって必要となる基礎的な研究の手薄さにも関連している
と思われます。

　私たちは、以上のような問題意識から、社会保障法学の分野における基礎
的研究、すなわち社会保障法に関するそのときどきの政策の動きや立法の展
開に必ずしもとらわれない、しかし政策・立法の検討・分析のベースを提供
する基礎的研究の充実を図ることの必要性を強く感じており、そのための場
として、雑誌を作ることができないかとかねてから考えてきました。この
度、信山社にご相談したところ、こうした雑誌を『社会保障法研究』として
刊行していくことをご快諾いただきました。
　この『社会保障法研究』は、上に述べましたように、社会保障法学のより
一層の発展に幾ばくかの貢献をしたいという意図にもとづいて、外国法研究
も含めて、理論的・基礎的研究を試みる論考を掲載しようとするもので、お
おむね年 2 、 3 回程度刊行することを予定しています。将来的にはともかく
当初は私たちで相談しながら、各号毎に一定のテーマを設定して、主とし
て、中堅・新進の研究者の方々にご執筆をお願いしていく予定です。皆様の
ご協力・ご支援を得ながら、この『社会保障法研究』が順調に号を重ね、社
会保障法学の研究の蓄積に少しでも役立つことができれば望外の喜びです。
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